予算要求資料
平成27年度当初予算支出科目　款：教育費　項：大学費　目：情報科学芸術大学院大学費
	事業名　大学院大学実習費


（この事業に対するご質問・ご意見はこちらにお寄せください）　
商工労働部　情報科学芸術大学院大学事務局教務課　電話番号：0584-75-6600　(内8223)　E-mail：c21905@pref.gifu.lg.jp
１　事業費　3,989千円（前年度予算額： 3,989千円）
＜財源内訳＞　
	区　分
	事業費
	財　　　　源　　　　内　　　　訳

	
	
	国　庫

支出金
	分担金

負担金
	使用料

手数料
	財産収入
	寄附金
	その他
	県　債
	一　般

財　源

	前年度
	3,989
	0
	0
	3,989
	0
	0
	0
	0
	0

	要求額
	3,989
	0
	0
	3,989
	0
	0
	0
	0
	0

	決定額
	
	
	
	
	
	
	
	
	


２　要求内容
（１）要求の趣旨（現状と課題）
IAMASにおける教育・研究活動の現場を広く公開するために実施。例年、IAMAS受験者の中には、オープンハウス及び卒業制作展に参加した人が多数みられることから、学生募集にも寄与している。
H27年度は、引き続きIAMASのキャンパスを学外に紹介し、本学の教育研究内容を県内外の企業や地域住民、受験希望者へPRしていく。
（２）事業内容

・地域開放事業（オープンハウスの開催（例年７～８月頃））
・成果発表事業（卒業制作展の開催（例年２月頃）、プロジェクト研究の紹介等）
・実習（消耗品購入等）
３　事業費の積算内訳
	事業内容
	金額
	事業内容の詳細

	報償費
	122
	卒業制作展講師

	費用弁償旅費
	101
	卒業制作展講師

	業務旅費
	62
	卒業制作展・実習関係旅費

	消耗品費
	1,100
	オープンハウス・卒業制作展・実習関係消耗品購入費

	印刷製本費
	502
	チラシ、パンフレット、ポスター、封筒等

	役務費
	186
	発送費、来場者傷害保険

	委託料
	1,000
	卒業制作展会場設営業務委託費

	使用料・賃貸料
	916
	卒業制作展会場使用料・貸借料

	合計
	3,989
	


	　決定額の考え方　




事業評価調書
	□  新規要求事業　

	■  継続要求事業


	１　事業の目標と成果


（事業目標）

	・何をいつまでにどのような状態にしたいのか
　IAMASの活動を広く公開することにより、本学への受験者数の増加を図り、優秀な人材を確保する。また、研究活動を広く公開することにより就職支援、研究活動を推進する。


（目標の達成度を示す指標と実績）

	指標名
	事業開始前
	指標の推移
	現在値
	目　標
	達成率

	オープンハウス
来場者数
	222
（H23）
	205
（H24）
	178
（H25）
	222
（H26）
	250
（H27）
	88.8
％

	卒業制作展
来場者数
	1384
（H23）
	762
（H24）
	1,250
（H25）
	2月開催
（H26）
	1,400
（H27）
	89.3
％


○指標を設定することができない場合の理由
	


（前年度の取組）

	・事業の活動内容（会議の開催、研修の参加人数等）

オープンハウスを7月26・27日に本学キャンパス（ソフトピアエリア）で開催。総来場者数は大幅に増加した。また、進学相談者数についても昨年度より増加した。
卒業制作展については平成27年2月19～22日にソフトピア地区で開催する。


（前年度の成果）

	・前年度の取組により得られた事業の成果、今後見込まれる成果

オープンハウスでの進学相談者数の増加は、第１回入試（10月18日実施）の受験者数増となって成果が表れた。また、この入試では受験者の70％がオープンハウスで進学相談を受けた者が受験している。このことは自己の研究分野とのマッチングや指導教員などについて十分理解した上で志望しており、入学後の研究の充実や成果が期待できる。
卒業制作展では、学生の卒業制作に加えて、プロジェクトの発表等、本学の研究内容の発表も行い、企業等に対して本学の研究内容をアピールする。


	２　事業の評価と課題


（事業の評価）

	・事業の必要性（社会経済情勢等に沿った事業か、県の関与は妥当か）

○：必要性が高い、△：必要性が低い

	(評価)

○

	IAMASの研究活動、地域との連携活動、学生の活動等を幅広く社会に公開することにより、企業や地域との連携強化や受験生の増加が期待される。

	・事業の有効性（指標等の状況から見て事業の成果はあがっているか）

　○：概ね期待どおり又はそれ以上の効果が得られている、△：まだ期待どおりの成果が得られていない

	（評価）

○
	オープンハウスの進学相談会来場者の中から、毎年多数の入学志願者が出ている。

	・事業の効率性（事業の実施方法の効率化は図られているか）

　○：効率化は図られている、△：向上の余地がある

	(評価)

○

	オープンハウス及び卒業制作展実施にあたり、必要機材の在庫をチェックするなど、経費を必要最小限に抑えている。


（今後の課題）

	・事業が直面する課題や改善が必要な事項
少子化が進む中でどこの大学も受験生の確保に頭を悩ませている。この中で受験者数の増加と受験者の質の向上は、本学における研究内容の更なる発展にとって欠くことができない課題である。２つの行事を通して、本学のメリットであるメディア表現分野の先進研究施設として、また、ソフトピア地区の地の利を生かした産学連携を生かした研究成果を大きくアピールし、学生や関係者、地域に理解を深めたい。



（次年度の方向性）
	・継続すべき事業か。県民ニーズ、事業の評価、今後の課題を踏まえて、今後どのように取り組むのか

IAMASの研究活動、地域との連携活動、学生の活動等を今まで以上に広く社会に公開する。企業や地域との連携を強化し、受験生の増加を図る。


